



















（対象は新聞等）は 60 歳以上、Eliason,S（2009）（対象は論文等）, は 60 歳以上、Burget,D ら（2009）（対象は
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　分析項目の内訳を表 1 ～ 11 に示した。加害者の性別（表 4）は、男性 75 名、女性 40 名、被害者の性別（表 8）
は男性 33 名、女性 82 名、となり、男性加害者が多く、女性被害者が多い、という結果となった。被害者の主







　被害者と加害者の行動特徴を多重コレスポンデンス分析で検討した。結果を図 3 に示した。第 1 次元のクロー
ンバックのα係数は .823、固有値は 3.967、第 2 次元のクローンバックのα係数は .762、固有値は 3.256、となっ




性”、加害者年齢が“30 歳代”から“40 歳代”、凶器 / 方法コードが“暴行”あるいは“鈍器”、などの特徴から、
「怒りタイプ」と命名した。
悲観タイプ：“暴行”に比べて、将来の悲観の際に使用されることが多い“紐状”の凶器、“心中”や“未遂”、







ス分析で検討した。結果を図 4 に示した。分析は 39 回で収束し、第 1 次元のクローンバックのα係数は .697、
固有値は 2.561、第 2 次元のクローンバックのα係数は .632、固有値は 2.235、となった。
　加害者の行動特徴を分析した結果、加害者の感情、「女性加害者 / 脳卒中 / 未遂・心中型」「高齢加害者 / 廃
用症候群 / 夜型」「若年介護者 / 認知症 / 暴行型」の 3 つに分類された。
女性加害者 /脳卒中 /未遂・心中型：特徴として、女性加害者が多く、被害者の主症状においてはうつ症状や
統合失調症状などのメンタルヘルス不調、脳卒中の後遺症、肢体不自由症状、未遂事件や心中事件、という特
徴があった為、そのまま「女性加害者 / 脳卒中 / 未遂・心中型」と命名した。
高齢加害者 /廃用症候群 /夜型：特徴として、加害者が 80 歳代、90 歳代が多く、被害者の主症状の廃用症候
群との関連があり、夜間 ~ 深夜の事件との関連があった為、そのまま「高齢加害者 / 廃用症候群 / 夜型」と命
名した。
















　加害者の行動特徴は図 4 に示した、「女性加害者 / 脳卒中 / 未遂・心中型」「高齢加害者 / 廃用症候群 / 夜型」
「若年加害者 / 認知症 / 暴行型」の 3 つに分類された。




　「高齢加害者 / 廃用症候群 / 夜型」の分類より、夜間帯の介護人材の確保とシステムの構築の必要性が考え
られた。特に行政や地域福祉に係る支援者はこれらの事実を直視し、早急に対応する必要性が考えられた。
















　本稿は、2015 年 9 月 27 日に開催された第 23 回日本介護福祉学会大会における発表「介護殺人事件における
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